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科目番号：AE13B61 
科 目 名：言語研究の方法 
担当教員：茂木俊伸 
成績評価方法：① 毎回の質問・コメント：15%、② 授業後の課題：25%、③ 学期末レポート：60% 
成績評価基準： 

 

 A+（90点以上） A（80～89点） B（70～79点） C（60～69点） D（60点未満） 
① 毎回の質問・コメント 
（15%） 

授業内容を自らの問

題意識や経験に沿っ

て解釈し，積極的に質

問・コメントすること

ができている。 

授業内容を自らの問

題意識や経験に結び

付け，質問・コメント

することができてい

る。 

授業内容を踏まえ，自

分に引き付けた質問・

コメントができてい

る。 

授業内容を踏まえた

質問・コメントができ

ている。 

授業内容を踏まえる

ことができていない，

不十分な質問・コメン

トである。 

② 授業後の課題 
（25%） 

授業内容や課題の指

示を深く理解し，優れ

たアウトプットがで

きている。 

授業内容や課題の指

示を十分に理解し，適

切なアウトプットが

できている。 

授業内容や課題の指

示に基づいて，適切な

アウトプットができ

ている。 

授業内容や課題の指

示に基づいて，アウト

プットができている。 

授業内容や課題の指

示を踏まえられてい

ない不十分なアウト

プットである。 
③ 学期末レポート 
（60％） 

明確な問題設定に基

づいて，調べた情報を

適切な形にまとめた

うえで優れた分析・考

察を示しており，体裁

上のミスのないレポ

ートになっている。 

明確な問題設定に基

づいて，調べた情報を

適切な形にまとめた

うえで分析・考察を示

しており，十分に整っ

た体裁のレポートに

なっている。 

明確な問題設定に基

づいて，調べた情報を

適切な形にまとめる

ことができており，十

分に整った体裁のレ

ポートになっている。 

問題設定に沿って必

要な情報を調べて適

切な形にまとめるこ

とができており，一定

レベルの整ったレポ

ートになっている。 

問題設定や調査が不

十分であり，体裁も十

分に整っていないレ

ポートである。（不適

切な手段で執筆して

いるケースを含む。） 

 


